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北海道に於ける家斉家禽寄生品病流行朕況賓態調査

III. 札幌市内畜犬の調査成績

山下究郎・森 奨須

Epidemiologic survey of parasites of domestic 

animals in Hokkaido III. 

A survey of dogs in Sapporo City 

By 

JIRO YAMASHITA and HANS MORI 

(Zoological Institute， Faculty of Agriculture， Hokkaido 
University， Sapporo， Japan) 

著者等は先年来北海道に於ける家者家禽の寄

生虫病の寅態を把握ナる岱に逐年調査を進め，就

に第1報として札幌近郊に於ける牛，馬，羊，豚，

鶏の寄生虫病に就いて報告し，第2報として北見

ïlï管内馬に就いての調査結果~公表したが，共の

後昭和27年5)jより 9Jlに亘る 5何月間i札幌市

内7筒所の家畜診療所に於いて診療をと受けた犬の

糞{更に就いて虫卵検済を寅施ナる楼台に息まれ

た。今回その検証結よ~~と整四し得たのでJn 3報と

して誌に報骨するとととした。

I 材料及び方法

今回虫卵検在にf川l目jい7たζ材料ぽ北大獣墜

者街生辱早王誇雪教交室に於て刺制i立菌ii製竪的検索に供され7たこ;残姿り

の奨糞-イ{促史でで札幌市内6問所の診療所(大通愛犬診

療所， H.P.D.A.家事ゑ療所，粛}隣家畜診療所，

札幌家高診療所，小.¥l)J川家者診療所，梶野家畜病

院)及び北大獣器製部家畜病院に於て診療を受け

た犬の排池使又はi主腸使である。糞{更の性J氏ぽ硯

便，軟便，下痢使，水椋使， :fdi液便，利i血便等種
々であった。之勺~の糞{更の中で極めて微量;のため

に虫卵検夜 l~.不泊常と認められた主主頭分;乞除き，

160:iff4分の糞便が検有に供された。

虫卵検在は!逸材〈法及び矢尾叔法(アンチプオ

ルミン 10%液伎!iJ)により， IfTJ-・糞f更に就いて雨

訟を1JiチIJし，市も各法共4回検交を行い虫卵検出

に高主任を期した。本調査の常初計聾した人見詰，

阿波法の如き浮説法の併用ぽ，糞便量過少の魚寅

施出来なかったととぼ残念で・ある。又虫卵検出程

度判定の筋には著者等ぽ STOLL氏稀騨虫卵計算

訟を貰施するよう試みたが，とれ又糞便量の闘係

上.寅施悶具jbの窃，矢尾板氏法によるカバーグラス

(24 x 18 mm) 1校中の虫卵貫教左計・算し， 4回検

授の千均を求め，虫卵5筒以 Fを十， 10筒前後を

十t，20筒以上を附， 50伺以r..を州， 100筒以上乞

酬として去わし，午ri:=i::相互聞の寄生虫感染程度の

差異の概略を知る"ffとした。

本報背中に掲げた臨床診断結果は仰れも犬糞

便をと提供された家者診療所又は家者病院の診断書

によるものである。

II 調査成績

(1) 全検在犬の寄生虫保有と疾病との闘係

全犬 160 頭(シェパード，ポインク~， :j ~1毎道

犬，土佐犬，雑犬を含む)の臨床診断の結果ヂステ

ムパー 68{Yi1，大腸カグ{ル 21 例，腸カグ~}レ 11

例，目カクール4例，共の他疾病(向偉病，口内法

務，犬チフス，子掴，寄生虫病等)15例，及び異

常生認めなかったもの41例が指摘された。 tfo
去によればヂステムパー抗H忠犬中 24頭 (35.3%)， 

大腸カクール犬中 6頭(28.6%)，目カグ{ル犬1=/1

4頭(25%)，共の他疾病犬中 7頭f46.7%)が寄
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第 1表 会検査犬の寄生虫保有と疾病とゐ関係

1.5 

※ 重複感染犬を含む

生虫感染を誰Iリjされ，健康犬41頭中 13頭 (31.7

%)にも寄生虫感染が説明された。検在犬160頭

中の平均寄生率ぽ 31.9%を示した。又寄生虫の

種類別の寄生至容は又第1去に示された通りであ

り，犬鈎虫の寄生率ぽ犬畑虫叉ぽ鞭虫のそれより

高率乞示し，特にデステムパ{犬に於て顕著で・あ

る。 2種以上の寄生虫の重複感染ぼ草感染の約半

敢に見られ，重複感染ばヂステムパー抗111忠犬に多

く，特に犬鈎虫と犬鞭虫の重複感染が首位を占め

ている。ヂステムパ「大腸カグ{ル，腸炎，胃

カタル以外の病犬が46.7%の寄生虫寄生互容をと示

したととぽ，本病犬中に寄生虫病と診断されたも

の乞も合むととから納符出来る。健康犬と診断さ

れたものの中に 31.9%の寄生虫保有犬をと誰IlfJし

たとと，而もとれらの中に寄生虫の高度感染1i:::比

較的多数例指摘出来るととなどからしでも，臨床

症欣のみよりする寄生虫病診断の困難を忠わせる

のである。常に著者~~l;が虫卵検査の絶封必要なと

とを弧張ずる所以でるる。

本調奈に於て犬jßf~.1\寄生犬の糞便中*tÎ1IIL使を

認めた例波多く，克に犬鞭虫の高度感染例に於て

血{更の排出が見られたが，本例v:tH詩型ヂステムパ

ー犬であり，該lI!Li更が椴虫の寄生t'C山来するもの

か否かぽ即断出来たい。なゐ本調査中従来比較的

多く認められる瓜賞候虫の寄生例に 1例も遭遇し

なかったととは，片町i排世性の本虫に就いて排出

促内月節の検証が寅施出来なかった理由によるも

のと考えられる。又犬鈎虫によ七し犬刺虫の寄生が

低至容を示し.(;こととは，ブミ削虫の自然排祉が屡々 行

われ，飼養者の.自に慣れ易く， ;f足って槌虫が割合

に賀行されている矯かと，官、われる。

(2) 犬の年j:R'pと寄生虫感染との閥係

1605iJi中体主のみ記録され，年齢不詳のも'の

(雑犬の殆んどに見られた)がかなり多く存在した

震に，著者等l:t犬の年ÎM;~と寄生虫感染との閥!系を

迫究ナるに常り，シェバードのみをー封照とすると

ととした。年齢~~シエパ{ドの正規の年齢規準に

則り，仔犬，幼犬，若犬， MJ:犬，成犬の5'i単に分
け，更に性日IJ寄生率をも検討するとと・とした。そ

の結果第2去に示す虫I1く，寄生率ぽ仔犬， !4J犬，
若犬に高く， 1.子犬が最高率をと示したとは云え，成

犬の寄生率ぽ却って幼犬より平j'j 々 i言~î い。

第 2表 シエパ{ド犬の年齢とヂステムパ-lk.び寄生虫感染との関係

|f子犬 1 幼犬|脊犬仕犬|成犬
(生後6筒月まで)I (生後 l年主で)I (虫後1.5.l]三まで)I (生後2年まで)I (生後2c{f.以上)

一一一一一一ー一一一一一ー 一一一ー 一一一一一一一一

33 14 6 3 11 

検査頭数 32 4 2 2 4 

65 18 8 5 15 
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i仔犬!幼犬|若犬 I(~~仕犬 l 成犬
(生後6ヶ)]まで)I (生後 1JI三まで)I i.tI:.後 l.5if-まで)I (生後211三まで)I (生後2Jf-以上)

ヂステムノ，-)と

寄生虫保有)(:

以!二の成松からすれば仔犬の場合は日IJとして

も，寄生虫感染と杭主の(，1'j~(，ì~1句協j係ぽ碍いものの

ように感ぜられるが，モグくの写Hて於て第3去に見ら

れる如く，寄生虫の寄生至容は寄生虫の抑制によっ

て(，1'"(:治的防j係が異るものであり，犬自Inl!1t，ブミr，'JDt

及び犬鞭虫を{1j，合して“寄生虫" ~:して見る坊J合，

I二記の女n く寄生率と 1(í cì=: の(，I~i:~;ì的防!係が'l'lj~誌と去

われないととも納得出来る。

t;r.;J;，犬の性別による寄生率f;:;:1l犬及び若犬に

於ては雌犬ぽ雄犬よりもfi:--'!)琴Aを示すが， !4J犬及び:

成犬に於てほとれと反封の結果を示ヂ。とのとと

からして犬の寄生虫感染ぽ性別的闘騎性ぽないも

のと;lぎえざるを得ない。又著者等ば本割に於てシ

ェパードの(，1'出?とヂステムパー抗L也、去の除!係及び

ヂステムパ ~:IW忠犬の寄生虫感染科ー皮に就いて追

究した。その結果は第2去に表示した如く，ジス

テムパー[ヨ:仔犬，幼犬，若犬に見られ而も 50%ル

五それ以1二の:riH忠歪容を示し，仔犬に於ては 63.1%
の高率~示している。 ~I:犬及び成犬には 1 聞も認

められていない。との成fJtぽ従来の調在成結と阿佐

々一致した傾向乞示すものである。との場合も亦

ブえのぞ[:.別的制聯性は弱いもののようである。とれ

らデ、ステムパ ~:Jii;忠犬同局1ýl寄生虫を保有する

もの22頭(約41%)に就いて見れば，その寄生率

ぽ若犬i乞 r~~J く，1}犬がとれに次ぎ，何れも 50%前

後の寄生率乞示す。

(3) 寄生虫感染犬の(，¥乙帥正寄生虫師事fi及。:

感!1tf!主度との闘1系

両Ii第 2去に掲げた寄生虫保有シヱノミ{ド 42

jisに就いてllUr./'1ミiめと寄生虫 (q-!iに間知日JJ)及びそ

の感染程度(カノ，~グ、ラス 1 枚中の!.t(卵 IH現程度

をと121、て表示) 次検したがi，*， 古川去の虫11き成i言沈

行tc。μIlち犬山1'1出の寄生は生後18f;!:i月の犬に見

られJc:1例をと除き，イuJれも生後4向nまでの犬に

第 3表 寄生虫感染シェパード‘λ:に於ける，ijと齢、と寄生虫柄拘1，&びJ感染料皮との関係

!虫卵検 IHれ皮 l 虫oJjtJ検 11¥ f~.1史
No. 性別 .-1: No. 年齢 i 性別

犬刺虫I)(:J:{~!Ú I犬IfM虫CJj) (棚虫!犬川|犬仙! [(月)I 

古 i叶 It十十 ※ 9 3 十

2 2 中 !肘 ※ 10 3 H十

3 2 8 +十十 ※ 11 4 ♀ 十

4 2 ♀ 件十 12 4 8 ート

※ 5 3 中 jlll十 十 13 4 8 

※ 6 3 8 ート 14 4 平 jl:K 

※ 7 3 8 H 15 4 8 F卜

※ 8 3 古 +十 ※ 16 4 o : 十
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設l切され，而もその感染l'1Jlt.ぽ生後3仰nまでの
ものに正~î1立感染左示すものが多かウた。犬鞭虫ぽ

とれとは!又封の傾向乞示し主として5筒月以上の

犬に感染が見られ，而もその感染程度ぽ 6fiii月乃

至筒7筒FJ以 1二のものに尚度である。犬鈎虫の寄

生ぽ生後1筒月より生後3年までの犬に院く見ら

れ，その感染程度も年齢的111~具ぽ著しくたい。と

れらの傾向は従来の調布成績とよく一致する。

とれら寄生虫感染シエパ{ド 42!m 仁I~ デステ

ムパ -m\忠犬は 22頭 (52.4%)である。今との~r~賓

と，前工J'i第2去に於てヂステムパ戸犬の約牛車立が

寄生虫保有犬である宝石賓と佐官十せ;)きえれば，寄生

.!1t保有とデステムパ{初日患との間に何らかの閥係

が疑われるのである。主主に+'lぴみiC3去吉三見れば，
上記の疑いぽ~'Jfに犬鈎且lの場合に明く感ぜられる

が3 今回の調査中唯一の死亡例である生後8筒月

のシヱパードぽ犬鞭虫の中等度感染を示し，又ジ

ステムパー快復jP14例'+'3仰jぽ何れも寄生虫感染

を示さないが，他の 1例は犬鈎出の中等度感染乞

示したものであった。

故近寄生虫感染による7i'l主の柴詫低下がヂス

テムパ{感染の 1透11-:{となり，又ば寄生虫感染に

よる!助控tH俗がヂステムパ{の病勢進行，的JIJ~の

題化をと招来するものでばないかとの想像がたされ

つつあり，今回の調子f成色切、ら著者等も亦との感
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を深くするのであるが， 9:[¥見の現段附!乞於ては未

だ断首し仰や，更に将米多数例の検討により僻明

喜三 J~I]し度いと思う。

III.締括

( 1) 札幌市内高犬 160頭の犬便内虫卵検在に

より 51頭(31.9%)に虫卵佐説明した。而も各疾病

別に見ればヂステムパー抗日忠犬の35.3%が寄生

以を保有'するととをと認めた。

(勾犬鈎.!1¥の寄生率ぽ犬山，jllj.!1¥及び犬限虫のそ

れより治iく，重複感染例ぽ単感染例に比し少ない。

(3) 犬嗣.u:¥ぽ仔犬11:多く見られ，プミ鞭虫ぽ概

して幼犬以 I~.のものに多く，犬鈎丘u:t宿主の年齢

に殆んど閥係友く認められた。

(引 デ、ステムパー抗u忠犬の 40%以上が寄生
.u:tを保千Iし，寄生虫保有犬の約52%がヂステムパ

{に抗日忠する事賞は将米雨者の関係に一考をと要す

るものと，目、う。
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Summary 

1. The parasitic egg-findings and rates of infection for the faeces of 160 dogs which 
were sent from six animal-hospitals of Sapporo Citry during five months from May to Sept-

ember， are summarized dividing into each group of desease (canine distemper， colitis， enteritis， 
catarrh of stomach or the others) in Table 1. The group of the other disease contains the 

rachitis， dog-typhus and parasitosis diagnosed only from clinical symptoms. The infection 
rate of parasites are 31.9 per cent in average. 35.3 per cent of the canine distemper-group， 
28.6 per cent of colitis戸group，25 per cent of the group of catarrh of stomach and 46.7 per 
cent of the other group， harbored one or more sp己ciesof parasites. The infection rate of 
Ancylostoma caninum is higher than that of Toxocara canis or Trichuris vulρis， and this 
fact is more clear in the canine distemper-grop. There are many csae of simple infecion 

and fewer double infection. 

2. The relation betwen the host-age， canine distemper and infection of parasites in the 
race of shepherd are summarized in Table 2. Over a half of the dog less than 1.5 years 
old， are suffered from canine distemper， and the puppies show 63.1 per cent. The infection 
rate of the parasites are the highest (44.6 per cent) in the puppies， while that of the young 
or adult dogs are about 27 to 37 per cent. 

3. Table 3 shows the infection rate of each species of parasite in each age of the dog. 

The infection rate of ToxfJcara canis is higher in the puppies， while that of Trichuris vultis 
is higher in young and adult dogs. The cases of infection of Ancylostoma caninum distrib-
utes extending over the puppies to abult dogs widely. Among thes己 42dogs infected with 

the parasites， 22 dogs (52.4 per cent) are suffered from the distempher. So we conceive the 
relation between the canine distem.per and intestinal parasites. 
4. Any eX':lmination of the segments of cestodes was not carried out in this survey， for 

the reason that the faeces sent to us were very small amount always. So the infection of 
D争'yliumcaninum is not shown in our present report. 


